
平
成
二
十
年

(

１
〜
12
月)

人
文
学
系
教
員
研
究
業
績

◎
森

邦
昭

●｢『

た
と
え
ば』
を
発
言
さ
せ
て
思
考
力
を
育
て

る
道
徳
授
業
の
試
み｣

『

福
岡
市
教
育
セ
ン
タ
ー

平
成
19
年
度
研
究
紀
要』

第
七
七
五
号

●｢

教
育
に
お
け
る
認
識
と
言
葉｣

『

文
藝
と
思
想』

第
72
号

◎
望
月
俊
孝

●｢

超
越
論
的
観
念
論
と
純
粋
経
験
説
の
立
場
―

カ
ン
ト
・
漱
石
・
西
田(

一)｣
『

文
藝
と
思
想』

第
72
号

◎
ス
ウ
ェ
ン
・
ホ
ル
ス
ト

●｢

シ
ュ
ワ
ル
ツ
ワ
ル
ト
観
光
の
振
興｣
『

文
藝
と

思
想』

第
72
号

◎
吉
田

信

●｢

文
明
・
法
・
人
種
―｢

日
本
人
法｣

制
定
過

程
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら｣
『

東
南
ア
ジ
ア
―
歴

史
と
文
化』

37
号

◎
宮
崎
聖
子

●『

植
民
地
期
台
湾
に
お
け
る
青
年
団
と
地
域
の

変
容』

御
茶
の
水
書
房

●(

書
評)

｢

吉
川
真
美
子
著
二
〇
〇
七

『

ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―

適
正
手
続
き
と
被
害
者
保
護』｣

『

カ
テ
ィ
ン
グ
・

エ
ッ
ジ』

29
号

北
九
州
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

◎
松
沼
美
穂

●｢

兵
士
た
ち
の
フ
ラ
ン
ス
軍
団
―
ヴ
ィ
シ
ー
時

代
の
退
役
兵
士
運
動｣
『

思
想』

１
０
０
６
号

岩
波
書
店

●｢

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
の
植
民
地
住
民
の

法
的
地
位
に
関
す
る
予
備
的
考
察｣

『

文
藝
と

思
想』

72
号

●｢

競
合
し
つ
つ
共
存
す
る
帝
国
の
論
理
―
条
約

改
正
と
日
清
戦
争
に
み
る
フ
ラ
ン
ス
の
対
日
認

識
お
よ
び
そ
の
フ
ラ
ン
ス
帝
国
内
へ
の
反
響｣

『

財
団
法
人
福
武
学
術
文
化
振
興
財
団
歴
史
学
・

地
理
学
助
成
報
告
書』

(

財
団
法
人
福
武
学
術

文
化
振
興
財
団)

平
成
19
年
度

●｢

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
の
イ
ン
ド
所
領
住

民
の
法
的
地
位
と
参
政
権
―
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築
と
植
民
地
支
配
の

関
連
を
め
ぐ
る
一
考
察｣

『

西
洋
史
学
論
集』

46
号

◎
張

艶

●｢

ア
ジ
ア
諸
国
間
の
株
価
連
動
性｣

『
文
藝
と
思

想』

第
72
号

●｢

中
国
マ
ク
ロ
経
済
変
数
の
非
定
常
性
と
Ｄ
Ｇ

Ｐ
の
構
造
変
化｣

『

経
済
学
研
究』

第
74
巻
第

４
号

●｢

中
国
の
株
式
市
場
の
発
展
と
実
証
分
析｣

『

国

際
政
経
論
集』

第
14
号
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●｢

中
国
経
済
の
安
定
と
構
造
変
化
―
韓
国
と
の

比
較
に
お
い
て｣

(

松
浦
克
己
氏
と
共
著)

『

経

済
論
叢』

第
32
巻
第
２
号

◎
一
階
千
絵

●｢

東
京
の
盛
り
場
と
女
相
撲｣

『

現
代
ス
ポ
ー
ツ

評
論』

第
19
号

平
成
二
十
年
度

国
文
学
科
卒
業
論
文
題
目

※[
]

内
は
指
導
教
員
名

平
安
時
代
の
詩
序
を
め
ぐ
っ
て
―『

本
朝
文
粋』

詩
序
文
を
中
心
に
―

赤
坂
み
な
み

[

月
野

文
子]

日
本
語
教
育
の
研
究
―
テ
形
接
続
の
習
得
に
関

し
て
―

天
本
由
加
里

[

川
野

靖
子]
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